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ハヤ トミツパツツジの裏白もち病 (仮称)

張  星 耀 ・荒井  啓

迫田 琢 也 ・岩井  久

(鹿児島大学農学部)

1994年4月鹿児島市で,ハ ヤ トミツバツツジ (R力οあ―

ルπ″“どjあιαル″var.∫αお“″′η∫′YAMAZAKl)に , もち″ヽの

症状が認められた。症状は新葉の一部あるいは全体が膨

らむ典型的なもち病様を呈していた。罹病葉の表面は黄

色または黄緑色で,裏 面は自色または灰色の粉状でいわ

ゆる子実層を形成していた。罹病葉は健全葉の約 2倍の

厚さで,患 部の横断面を光顕観察すると柵状組織と海面

状組織の区別が明確ではなく,個 々の細胞は膨潤してい

た。細胞層数は健全葉と比べて大差なかった。このこと

から,罹 病葉の肥厚は細胞の肥大によるものと考えられ

た。裏面の子実層部分は菌糸,分 生胞子,担 子器等から

成り,3ο bα∫̀れ″属菌の特徴が認められた。組織で観

察された担子器は,長 さが52 5 72 5μm,頂 部の幅が

63-8 8μmで ,頂 端に2-3(-4)個 の小柄を有し,

小柄にはそれぞれ 1個の担子胞子を着生していた。担子

胞子は0-3(-4)個 の隔壁を有し,そ の大きさは

100-150× 38-6 3μ mで あった。分生胞子の大きさ

は38-100× 08-2 0μ mで あった。

子実層より担子胞子を分離し,PSA培 地で培養した。

担子胞子は25℃,暗 黒下, 3日後に直径約0 5mmのコロ

ニー形成し,25日後には約10mmになった。コロニーは周

縁が子L白色で中央部はクリーム色を呈し,弾 力があり白

金線では切りにくく,内 部は菌糸と分生胞子から成って

いた。菌叢内の分生胞子の大きさは38-138× 08-

2 5μmで 病斑部のそれよりやや大きかった。本菌の生

育適温は25℃,pH 4 5-52で 良く生育した。以上の結

果より本菌は [レοιαJ滋″″ο′α″α″″″に近縁のものと考え

られたが,な お検討中である。また,ハ ヤ トミツパツツ

ジにおける本症状は未報告なので 「裏白もち病」と仮称

したい。

糸状菌の簡易同定法開発に関する研究 (1).

全菌体脂肪酸分析

小野 嘉 子 ・松元  賢

古屋 成 人 ・松山 宣 明

(九州大学農学部)

細菌の分類 ・同定に有用とされる菌体脂肪酸分析法を

用い糸状菌の簡易同定を試みた。14属23種38菌株を合成

液体培地 中で3 0℃ (βὸヮιj∫,■ル"ル滋属菌 は2 3℃)

10-14日間培養後,菌 体を凍結乾燥した。各種菌体試料

を5%塩 酸メタノールと共に封管中100℃で3時 間保ち

加水分解およびメチル化を行った。さらにヘキサンによ

り脂肪酸メチルエステルを抽出し,水 洗 ・脱水後,濃 縮

してガスクロマ トグラフィー (キャピラリーカラム :

HR―SS-10, 0 25mm× 50m, カ ラム温 度 180℃, N2

250Kpa)に供試した。分析の結果,パ ル ミチン酸,パ

ルミトレイン酸,ス テアリン酸,オ レイン酸, リノール

酸, リノレン酸が主として検出された。中でもリノール

酸含量は何れの菌株でも高く,全 脂肪酸含量の30～80%

を占めた。とくに R力たοι"″jα∫Oια″jにおいては何れの菌

株も70～80%の 合量を示した。また,R力jてοειοηjι属菌と

近縁とされる &ル″ιj“〃ル″'2″も同様の高い含量を示

し他の菌種と明確に異なった。また,つ γjr“ιαγづ′属菌は

リノレン酸含量が20～40%の範囲にあり,他 の菌種が0

～10%程度であるのと極端な違いを示した。脂肪酸組成

比についてクラスター分析を行った結果,R力jてοθJο″jα,

ウγJι“ル″α属菌間では,ユ ークリッド距離50を 境にして

属ごとに独立したクラスターを形成したが,そ の他の属

ではクラスターは明確ではなく,今 後さらに多数の菌株

を用いた検討が必要と考えられた。

虫 害 の 部

セジロウンカの飛来時期調査用小型水盤

の設置場所

中村 利 宣

(福岡県農業総合試験場)

海外飛来性ウンカ類の発生予察法の一つとして,黄 色

水盤をイネの草冠部に設置する方法が発生予察調査基準

で定められている。しかし,水 田内の設置場所について

はこれまでに報告がない。そこで,小 型水盤を用いて,

捕獲されるセジロウンカの個体数をもとに水盤の設置場

所について検討した。

市販の直径30cm,クリーム色 (色差値,L=806,a

=10,b=219)の 洗面器に水を約70%満 たし,台 所

用合成洗剤を添加して水盤 トラップとした。これを南北

30m,東 西10mの機械移植した水田の南側半分に当たる

15m×10mの部分の東端,中 央部,西 端の3か所に設置

した。 1か所当たり5個 をイネの条に沿って南北に約

3m間 隔でイネの株元に設置した。

水盤 1個当たりの捕獲成虫数が水盤の設置場所間で差

があるのか検討した。水盤の設置場所を処理とし, 1か
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所当たり5個の水盤を反復として,1993年は6月21日移

植のヒノヒカリについて,1994年は5月20日移植の日本

晴について,調 査日ごとに分散分析を行った。

1993年は主要な飛来日とそれに続く数日間は捕獲数が

かなり多かったので, 6月23日から7月29日の間の22日

について,1994年は飛来が少なかったので,主 要な飛来

があった6月 14日から7月 4日の間の5日についてそれ

ぞれ検討した。その結果,1993年は22日のうち5日は場

所間で捕獲数に有意差があった (p<005)が ,他 の17

日では差がなかった。1994年は5日すべてで有意差がな

かった。したがって,水 田内では水盤の設置場所に関わ

らず水盤 1個当たり捕獲虫数はほぼ同数であると言える。

以上のことから,水 盤の設置場所は水田内の畦畔沿いと

すれば調査も簡便で効率的であるとlll断された。

親子回帰による トビイロウンカのパ イオ

タイプ形質における遺伝率の推定

田中 幸 一 。清野 義 人 ・鶴町 昌 市

(九州農業試験場)

トビイロウンカのパイォタィプの遺伝には,ポ リジー

ン系が関与していることが示唆されている。そこで,バ

イオタイプ変化の予測にとって必須のパラメータである

抵抗性品種に対する加害性の遺伝率を推定した。

本種の抵抗性品種に対する加害性は,甘 露排出量の頻

度分布および甘露排出量と産卵数の関係から,抵 抗性品

種を吸汁できるかできないかという闘値形質である。抵

抗性品種を吸汁できるかどうかは,羽 化直後の短翅雌成

虫を抵抗性品種に付け, 2日後に腹部の肥大程度から視

覚的に判定した。実験に用いたウンカは,1991年に熊本

で採集し, レイホウで累代飼育しているものである。ま

た検定に用いた抵抗性品種は,西 海190号 (Bph l保

有)お よびASD7(bph 2保 有)で ある。

抵抗性品種加害性の遺伝率は,同 父母兄弟の中で抵抗

性品種を吸汁できる個体の割合 (プロビット値に変換)

を用い,親 子回帰によって推定した。両親の平均値に対

する回帰より推定した遺伝率は,西 海190号では041,

ASD7で は055と なった。これらの値は,抵 抗性品種加

害性が大きな遺伝変異を保有しており,栽 培品種の変化

によリウンカ個体群の遺伝的構成が変化することを示し

ている。また雌親に対する回帰係数と雄親に対する回帰

係数がほぼ等しくなり,雌 と雄が同程度の遺伝的影響を

持つことが示唆 された。西海190号に対する加害性と

ASD7に 対する加害性の間の回帰係数は-0097と なっ

た。したがって,両 者に対する加害性の遺伝相関は低い

と考えられ,両 者に対する加害性バイオタイプは独立に

変化することが予想される。

トビイロウンカ抵抗性 イネの師管液分析

清野 義 人 ・鶴町 昌 市

(九州農業試験場)

イネの トビイロゥンカ抵抗性は吸汁阻害がその一因で

あり,ウ ンカは飾管液を吸汁することから,こ の中に吸

汁阻害物質が含まれている可能性がある。このため,抵

抗性および感受性イネから飾管液を採取し,機 器分析に

より含まれている物質をイネ品種間で比較し吸汁阻害物

質の存在の有無を検討した。イネは トビイロウンカ抵抗

性遺伝子 Bph lを 有する品種として西海190号,関 東

PL4,Mudg。 ,感 受性品種としてレイホウ,ァ キツホを

使用した。 トビイロゥンカ雌成虫 (抵抗性品種を吸汁で

きる個体を選抜した系統)を イネに放飼し,吸 汁中に口

針をレーザービームで切断することにより滲出してくる

飾管液をキャピラリーで採取した。液体クロマ トグラフ

(LC)に よる飾管液の分析では,抵 抗性品種にのみ検出

される2種類のピークが確認された。このことから物質

同定のため質量分析計 (GC―MS)で の測定を試みた。

その結果,LCで の測定同様に抵抗性品種のみに存在す

る2種類のピークが検出されたが同定には至らなかった。

これまでに Mudgoは 西海190号,関 東 PL4よ り吸汁阻

害の程度が強いことを観察しているが,検 出された2種

類のピークの内 1種類については Mudgoで の濃度が他

の2品種に比べ高いことから,吸 汁阻害への関与が示唆

された。

殺虫剤の施用 とウンカ密度の関係について

鶴町 昌 市 ・清野 義 人

(九州農業試験場)

1993年に引き続き稲品種レイホウを6月下旬移植の普

通期栽培し,殺 虫剤散布によってウンカ類の発生水準の

異なる試験区を設定し,ウ ンカ類とその天敵であるカタ

グロミドリメクラガメの関係を調べた。

8月 5日 および 8日 ,17日 に phenthOate,ethofenpr―

ox,BPMCの 3種殺虫剤を散布して10月まで トビイロゥ

ンヵの密度を調査したところ,phenthOateの17日散布

区で顕著な多発生が誘導された。しかしその他の薬剤使

用区では トビイロウンカの密度の増加がみられなかった。

ウンカの増加率とメクラガメの増加率との間には明確

な関係が無くウンカの増殖抑制を示唆する結果は得られ
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なかった。

1994年はウンカ類およびその随伴性天敵であるメクラ

ガメともに飛来が少ない年であり,両 者の多飛来年には

殺虫剤散布によるトビイロウンカの増加が顕著で,少 飛

来年には殺虫剤の影響が小さいという前年までの成績と

同じ結果となり,生 物的な要因の関与を示唆している。

合成集合フェロモンに誘引されるホソヘ

リカメムシの生理状態

水谷 信 夫 ・和田  節

(九州農業試験場)

ホソヘリカメムシでは雄成虫の放つ集合フェロモンに

同種他個体が誘引され,近 年このフェロモンの合成が可

能となった。この合成集合フェロモン (3成分の混合

物)に 誘引されたホソヘリカメムシ成虫の体内諸器官の

発達程度をダイズ圃場に生息する成虫のそれと比較し,

その生理的特徴から本集合フェロモンのもつ機能につい

て検討した。

調査は面積約 10aの夏および秋ダイズ圃場 5ヵ所で

行った。1994年9月 8日 から16日まで100m9の合成集合

フェロモンを誘引源とした水盤 トラップを各圃場に設置

し,捕 獲されたホソヘリカメムシ成虫を毎日回収した。

一方, 9月 9日 と12日に トラップを設置した圃場内のダ

イズ株 Lに生息する成虫を捕虫網により捕獲した。捕獲

した成虫は解剖し,雌 成虫は卵巣および脂肪体の発達状

態,胃 内容物の有無,交 尾の有無について,雄 成虫は脂

肪体の発達状態および胃内容物の有無について調査した。

フェロモントラップでは雌91頭,雄 110頭,ダ イズ株 11

では雌193頭,雄 113頭が捕獲された。雄成虫ではフェロ

モンに誘引された個体とダイズ株上に生息する個体間で

体内諸器官の発達状態に明確な違いが認められなかった。

雌成虫ではフェロモントラップによる誘殺虫の成熟卵保

有個体の割合および胃に内容物を持つ個体の割合がダイ

ズ株上の個体に比べて低い傾向が認められた。しかし,

ダイズ株上に生息する個体との間に有意な差は認められ

ず,フ ェロモンに誘引された個体に明確な生理的特徴は

認められなかった。

以上の結果から,本 集合フェロモンは少なくとも様々

な生理状態の個体を誘引すると考えられた。

鹿児島県山川町におけるア リモ ドキゾウ

ムシの発見と防除経過

桑原 浩 和
D。羽生 道 則

カ

永島田義則)・上和田秀美D

(D鹿児島県病害虫防除所 ・力門司植物防疫所鹿児島支

所 ・め鹿lFu島県庁 ・り鹿児島県農業試験場)

サツマイモの害虫であるアリモドキゾウムシは,1959

年に種子島の西之表市,1965年に県本土の開間町で発見

され,そ れぞれ根絶された。しかし,1990年に種子島の

西之表市で再侵入が確認され, さらに1994年8月30日に

県本土の山川町で発見された。山川町では防除区域とし

て125ヘクタールが指定された。

山川町の防除区域は,基 盤整備が終了した畑地帯で,

アリモドキゾウムシの寄主植物であるサツマイモは全面

積の36%を 占めていた。野生寄生植物は, ノアサガオが

2地点で確認され,こ のほか畦畔に放置されたサツマイ

モがあった。

防除は栽培サツマイモの理没,デ ンプン加 11による処

分,畦 畔の焼却,畦 畔及びほ場への薬剤散布,放 置サツ

マイモの除去を行った。

性フェロモントラップによる発生状況と寄t植物への

寄生状況を調査し,発 生地の把握と防除効果の確認を行

った。

性フェロモントラップは,防 除区域内に236個,防 除

区域外の山川町 ・指宿市 ・開聞町 ・頴妊町に498個を設

置し,月 2回誘殺状況を調査した。誘殺は1994年8月30

日から10月14日まで9回の調査で延べ39トラップ98頭を

確認したが,そ れ以降1995年4月28日の調査まで誘殺を

認めていない。

寄主植物調査は,1994年 9月 3日 までに,3,599点に

ついて行い,26点 で幼虫30頭,蛹 7頭 ,成 虫2頭 を確認

したが,そ れ以降1995年4月 21日までに135,334点につ

いての調査では,被 害が確認されていない。

本州 。九州 。沖縄産 ミナ ミネグサ レセン

チュウの各種作物における増殖の差異

水久保隆之

(九州農業試験場)

ミナミネグサレセンチュウ (以下 P%レ α′)は 北海

道を除く国内全域に分布しているが,こ の線虫による作

物の被害は南九州で特に顕著であり,寄 生性に個体群間

差がある●T能性が示唆された。これを明らかにするため,

国内の Pεげルα′の異所的個体群の各種作物における増
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殖を比較調査した。

①埼玉 (浦和市),二 重,及 び熊本 (西合志町)の 各

県から採集された個体群の各500頭 (カルス増殖)を 14

種の作物に接種し, 3反復で60日間温室で栽培後,根 を

除いた栽培土から線虫をベルマン法48時間で分離した。

結果を1元分散分析で解析したところ,キ ュウリ, ミニ

トマ ト,タ バコ,ラ イマメ,イ ングン,カ ンショ (品種

:コガネセンガン,農 林 2号),ダ イコン,キ クでの有

意差 (p<005)が あった。ササゲ,ナ ス,オ クラ,ニ

ンジン,ホ ウレンソウでは有意差がなかった。以上の結

果から,国 内の P可 ルαθの各種作物における増殖に個

体群間差異があることが明らかになった。

②上記 3個体群に長崎 (大村市),沖 縄 (石垣市)の

個体群を加えた 5個体群をカンショのコガネセンガン

(ネグサレセンチュウ感受性),農 林 2号 (感受性)及 び

ミナミユタカ (抵抗性)に 上に準じて接種し,バ イオ ト

ロン (平均地温28℃)で 55日間3反復栽培し,土 壊中の

線虫をベルマン72時間で分離した。2元分散分析の結果,

カンショ品種間,線 虫個体群間に有意差 (p<O KX11)が

認められた。LSDで 解釈すると,ど の品種においても

供試した5個体群のカンショに対する寄生性の強さ (=

増殖)は 埼玉=二 重=長 崎く熊本<沖 縄の順であった。

連 ・輪作および天敵微生物によるカンシ

ョのサツマイモネコブセンチュウ被害抑

制  I.天 敵徴生物施用後 2年 目の効果

立 石   靖
1 )・

」er O m e  T . G A S P A R D a

(D九州農業試験場 。'ネマテックlal)

サツマイモネコプセンチュウ (以下ネコプ)感 受性カ

ンショの高系14号を基幹とする,① 高系14号連作,② 高

系14号一ベニオ トメ (ネコブ抵抗性カンショ)輪 作,③

高系14号―ギニアグラス (ネコブ対抗植物)輪 作,④ 高

系14号連作 (D―D処 理),以 上 4種類の作付体系に,ネ
コプの天敵微生物 (天敵細菌 ん∫̀′″γjα″″′物″∫,卵寄生

性糸状菌 力γ̀jαὶj“″ι力′αη“ ογj″π,捕 食性糸状菌 Daσ_

クι″ια力″`οクル)施 用を組合せた圃場試験を実施した。

天敵微生物施用後2年 目の高系14号栽培において,土

壌中のネコブ第2期幼虫密度推移 (ベルマン法)は ,い

ずれの作付体系においても天敵微生物施用による差異は

認められなかったが,可 販塊根 (ネコブ寄生による品質

的障害が無ないし軽)収 量 (k9/a)は,天 敵微生物施用

により増加し,高 系14号連作の351/531(非 施用/天敵

微生物施用)に 対して,ベ ニォ トメ輪作は1034/1229,

ギニアグラス輪作は889/1058と ,輪 作との組合せによ

りさらに増加した。しかし,高 系14号連作 (D―D処 理)

の1829/2081には及ばなかった。

以上の結果より,天 敵微生物施用によるカンショのネ

コプ被害抑制効果は,施 用後 2年 目までの結果から十分

ではなかったが,輪 作と組合せることにより,そ の効果

は向上する傾向が示された◇

沖縄県におけるタイワンツチイナゴとツ

チイナゴの分布

佐渡山安常 ・仲盛 広 明

(沖縄県農業試験場)

タイワンツチイナゴとツチイナゴは大型のイナゴでい

ずれもサ トウキビの葉を食害する。両種は形態的に似て

いるため混同して扱われることもあり,サ トウキビヘの

被害との関連についても不明である。今回,両 種の簡易

識別法の開発と沖縄県内における分布状況のlla握を目的

として,幼 ・成虫の形態的相異点を明らかにするととも

に,沖 縄本島と南 ・北大東島で採集をおこなった。

タイワンツチイナゴの幼虫は複眼の縦縞状紋が明瞭で,

体色が全身緑色ないし黄緑色で,体 下面長毛が粗である

のに対し,ツ チイナゴでは複眼の縦縞状紋が欠如するか

不明瞭で,体 色が脚部尉節先端と頭部に黒色を呈し,

齢期の進行とともに脚部全体から胸部及び腹部へと拡大

し,体 下面長毛が密生していた。またタイワンッチイナ

ゴの成虫は複眼の縦縞状紋が明瞭であるが,ツ チイナゴ

では不明瞭か全く認められず,体 型もタイワンツチイナ

ゴが翅長と後腿節がより長く全体的にほっそりしている。

これらの相違点に基づき採集個体を識別したところ,

沖縄本島北部の国頭村辺土名と今lll仁村与那嶺では8割

がタイワンツチイナゴで2割がツチイナゴと,タ イワン

ツチイナゴが多かったが,中 部の石川市山城では1割が

タイワンツチイナゴで9割がツチイナゴと,逆 にツチイ

ナゴが多かった。中部の勝連町平敷屋と南部の知念村久

手堅及び南 ・北大東島ではタイワンツチイナゴのみが採

集された。発生密度が高くサ トウキビヘの被害が著しい

地域で採集された個体は全てタイヮンツチイナゴであっ

たことから,サ トウキビ栽培上問題種はタイワンツチイ

ナゴであると考えられた。



Proc. Assoc. Pl. Prot. Kyushu Vol. 4l

ナタネ苗におけるコナガ幼虫の葉間移動

の頻度

植松 秀 男

(宮崎大学農学部)

ナタネ幼植物上におけるコナガの産卵部位,及 び,子

葉上で孵化した幼虫の繭形成に至るまでの幼虫期全期間

の加害部位を調べた。また,子 葉のみあるいは本葉のみ

を幼虫のIIIとして与えたときの飼育結果を比較し,そ れ

らと幼虫の摂食習性との関係について若干の考察をした。

結果の概略を以下に述べる。

野外の400本のナタネ幼植物上にコナガの卵が906個認

められた。大部分の卵は本葉ではなく子葉に産みつけら

れていた。子葉上で孵化した幼虫はすぐに子葉を離れ,

他の部位に移動した。 1齢 幼虫が最初に食入した葉は芯

葉と第2本葉であった。幼虫は葉間移動 (葉と葉の間の

移動)を しながら摂食活動を行った。22個体中18個体の

葉間移動の頻度は4～ 8回であった。幼虫が最も多く観

察された葉位は第3本葉 (展開した本葉の虫で最も若い

葉)で あった。子葉は全く操食されなかった。子葉で育

ったコナガは本葉で育ったものと比べ発育日数にはほと

んど差がなかったが,身 体のサイズが小さくなった。

以上の結果から,子 葉はEII質の点で本葉より劣ると言

える。子葉上で孵化した1齢幼虫が子葉を餌として全く

利用しないことの理由の一つはこの点にあるかも知れな

い。

冬作キャベツにおけるりん翅 目害虫の食

害度に基づく防除時期の推定

寺本  健 ・中須賀孝正

(長崎県総合農林試験場)

冬作キャベツ (定植 :9月 上旬,収 穫 112月下旬～ 1

月上旬)に おいてりん翅目害虫 (コナガ,モ ンシロチョ

ウ, ヨトウガ)の 株当り要防除密度を4段階に設定し,

薬剤処理により虫密度をコントロールしながら,収 穫時

まで虫密度およひ被害度の推移を調査した。また,収 穫

時には収量調査を行った。なお,各 区の被害度は株の被

害程度を7段階設け,そ れぞれに以下のポイントを与え,

定法により算出した。食害無 (ポイント0),外 葉がわ

ずかに食害 されている (同1),外 葉の食害が目立つ

(同2),外 葉の食害が多い (同3),外 葉の食害はわず

かであるが,芯 部 (結球部)が 食害されている (同4),

外葉の食害が日立ち,芯 部 (結球部)も 食害されている

(同5),外 葉の食害が多く,芯 部 (結球部)も 食害され

ている (同6)。 さらに,生 育期調査のデータより 「累

積寄生虫数」およびN回 目調査の被害度からN-1回 目

の被害度をひき,そ の増加分 (マイナス値は0)の 累積

被害度 (以下,「増加分累積被害度」)を 求め,そ の値と

収量調査データとの関係を検討した。なお,両 累積値は

薬剤防除を実施したときは値 0よ り再累積を行った。

その結果,両 累積値の推移はよく一致し,虫 数の推移

を被害度で捕らえることができ,被 害度を指標とした要

防除水準の設定が可能と思われた。一般農家におけるA

級品率90%以 上の収量水準を確保した区では増加分累積

被害度が10～15に達した時に防除を行っており,こ の時

期が防除適期と考えられる。また,や や不明確ではある

が,防 除時期が増加分累積被害度20～30でA級 品率80%

以上,40～50で同70%以上の収穫が期待できるものと思

われる。

鹿児島県におけるシソ害虫相 とその主要

種べニフキノメイガの生態について

柳田 和 彰 ・櫛下町鉦敏

(鹿児島大学農学部)

鹿児島県におけるシソの害虫に関する研究はこれまで

になされていない。県内の6地点 (串木野市生野,鹿 児

島市郡元及び吉野,指 宿市大迫,横 川町山之口,内 之浦

町北方)に おけるシソの害虫相とそれらの発生について

の調査を1994年に行い,27種の新記録種を含む7日17科

38種の加害種を確認した。既往の文献に報告されている

7目14科25種と合わせるとシソを加害する害虫は日本か

らは7目 18科52種となる。

鹿児島市郡元における主要種の発生消長と被害発生消

長の調査で, 6目 12科18種の加害種を確認した。これら

のうち被害葉率が15%を越える主要種は,ニ セナミハダ

ニ, ミナミキイロアザミウマ,オ ンブバッタ,コ クロヒ

メハマキ,ハ スモンヨトウ及びベニフキノメイガの6種

で,特 にベニフキノメイガはシソに甚大な被害を与え,

加害最盛期は秋期で,こ の時期の被害葉率は80%で あっ

た。

ベニフキノメイガの各虫態の発育零点と有効積算温度

は,卵 が各々117℃ と550日 度,幼 虫が各々127℃ と

1898日度,蛹 が各々135℃ と918日 度で,卵 から羽化

までが各々131℃ と3152日度であった。また,本 種幼

虫は鹿児島市においては5齢 を経過する。

ベニフキノメイガの1994年の鹿児島市郡元での成 ・幼

虫の発生消長調査結果から,越 冬世代成虫は5月20日か

ら6月 3日 まで,第 1世代成虫は6月 3日から7月 1日
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まで,第 2世代成虫は7月 1日から8月 5日 まで,第 3

世代成虫は8月 5日から9月 9日 まで,第 4世代成虫は

9月 9日から9月30日まで発生したと推測された。有効

積算温度の法則を用いて,本 種の鹿児島市における年間

発生世代数を推測した結果, 4～ 5世代を経過するもの

と推測された。

ソラマメの根部を食害するクロスジヒメ

ア ツ  パ  Sc■ rankfa cosaestrlilra騰

(STEPHENS)の 発 生 に つ い て

西岡 稔 彦

(鹿児島県病害虫防除所)

1992年12月に鹿児島県熊毛郡南種子町で,ヤ ガ科のク

ロスジヒメアツパ幼虫によるソラマメの被害が確認され

た。本種がソラマメを加害した例は報告されておらず,

生態もあまり知られていないため,発 生状況及び生態に

ついて調査した。

1992年冬～1993年春に,茎 永 ・平山両地区の水田後作

ソラマメほ場 (8ほ場,149a)で 被害が見られ,そ の大

部分の 114aで根の食害による葉の黄化,萎 凋,落 葉及

び株の枯死に至る被害を受けていた。本種の幼虫は土壊

間隙に生息し,土 壌が十分に粉砕されず数cm～十数cm大

の上塊状となり上壊間隙が多い粘土質のほ場だけに発生

し,砂 質土のほ場や畑地帯のほ場では被害は見られなか

った。

1993～1994年に行った発生消長調査では,H月 上旬か

ら幼虫が,■ 月下旬から蛹,成 虫も土中で見られるよう

になり, 1月 中旬以降急激に増加して3月 中旬には株当

り314頭 の密度となった。幼虫は深さ15cmぐらいまでの

土壌間隙に生息し,株 元から数cm～locmの長さで根を食

害切断し,被 害は1月中旬以降増加して, 3月 中旬には

主根切断率が平均40%に達した。この結果から, 9月末

のソラマメ定植以降に成虫が飛来産卵し,遅 くともH月

上旬から幼虫がふ化し, 4月 までの間に3～ 4世代発生

するものと推測された。幼虫は老熟すると土中や地表に

繭を作って蛹化し,成 虫はソラマメ株間を低く飛翔する

のが観察されたほか,土 中に多く見出された。

4月 中旬～5月上旬の室温で調査した発育期間は,卵

6日 ,幼 虫12日,蛹 7日 ,産 卵前期間 1～ 2日で, 1世

代は26～27日間であった。飼育下では,成 虫はソラマメ,

ダイズ,ア ズキの細根部に好んで産卵し,幼 虫はこれら

の根,茎 ,葉 などで飼育できた。

オオタバコガの発育に及ぼす温度の影響

大村 昭 広。・上和田秀美
a

瀬戸口 脩 a.櫛 下町鉦敏
D

ぐ)鹿児島大学農学部 ・″鹿児島県農業試験場)

鹿児島県ではオオタバコガの被害が,1994年 7月から

各地のスイカ,キ ク,オ クラで多発した。日本では本種

に関する報告が少ない。そこで,本 種の飼育温度と発育

について調査した。

オオタバコガの飼育は温度が15,18,21,24,27,30,

33,35,37℃ の9段階,16時間明の長日条件下で行い,

各虫態別の生育期間,産 卵数を調査した。

1)卵 は15～37℃のいずれの温度段階でもふ化し,卵

期間は15℃で約10日,37℃で2日であった。

2)幼 虫は15-37℃のいずれの温度段階でも発育し,

幼虫は27℃での飼育で, 5齢型と6齢型を生じた。発育

適温は21～33℃であった。幼虫期間は15℃で約44日,

33℃で約9日であった。

3)蛹 は15～35℃のいずれの温度段階でも発育し,発

育適温は21～33℃であった。蛹期間は21℃で約22日,

33℃で約10日であった。18℃以下では休暇蛹が出現した。

4)飼 育温度が15～33℃の範囲から求めた各虫態の発

育零点と有効積算温度はそれぞれ卵が92℃ と478日度,

幼虫が■ 0℃と1841日度,蛹 が117℃ と2035日度,卵

から羽化までが112℃ と4345日度であった。

5)成 虫は15～33℃のいずれの温度段階でも生存し,

生存日数は15℃で約17日,18～33℃では8～ 10日で,雌

雄間に差はなかった。

6)産 卵は15～33℃のいずれの温度段階でも認められ,

産卵前期間は15℃で2～ 5日,18～33℃で 1～ 4日であ

った。産卵数は各温度間でほとんど差がなかった。 1雌

当たりの産卵数は最少が70卵,最 多が1536卵で個体差が

大きく,平 均産卵数は400～7CXl卵であった。

7)今 回の結果から得られた発育零点と有効積算温度

をもとに,鹿 児島県における発生回数を推測すると年間

約 5世代を経過すると考えられる。

露地栽培ナスにおける総合害虫管理の有

効性― 地域による相違
一

嶽本 弘 之 。大野 和 朗

(福岡県農業総合試験場)

近年,露 地ナスにおいて土着捕食性天敵のヒメハナカ

メムシ類を活用した総合害虫管理技術の確立が図られて
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いる。しかし,露 地ナスでの害虫相や天敵相は地域や圃

場周辺環境によって異なり,そ れによって総合害虫管理

の有効性が左右される可能性がある。そこで,施 設ナス

と露地ナスが混在する黒木町1露 地ナス単作地帯の筑紫

野市と前原市に総合害虫管理EEl場を設定し,ヒ メハナカ

メムシ類とミナミキイロアザミウマを含めたアザミウマ

類の発生を比較した。

ヒメハナカメムシ類の発生ピークは黒木町では7月中

旬と8月中旬に,筑 紫野市と前原市では7月中旬だけに

認められた。しかし, ピーク時の密度は3地域とも葉当

たり1,7～20頭 であり,発 生量に地域差はほとんど無い

と考えられた。一方, ミナミキイロアザミウマの発生量

は3地域で大きく異なった。黒木町では7月上旬からア

ザミウマ類に占めるミナミキイロアザミウマの割合が急

増した。その密度はヒメハナカメムシ類の発生が多かっ

た7～ 8月 には比較的低く推移したが, ヒメハナカメム

シ類の発生が減少した9月以降は急激に増加し,葉 当た

り約20頭に達した。それに対して,筑 紫野市と前原市で

はミナミキイロアザミウマの発生はそれぞれ8月上旬と

9月中旬から始まり,ア ザミウマ類の中で優占種となっ

たのは10月中旬以降であった。その結果,ア ザミウマ類

全体の密度は9月以降増加したものの, ミナミキイロア

ザミウマ密度は葉当たり05頭 以下で推移した。

以上の結果から, ミナミキイロアザミウマの発生源で

ある施設ナスなどに近い圃場では,本 種の侵入時期が早

く,密 度が増加しやすいと考えられた。

ガーベラ圃場におけるマメハモグリバエ

および寄生性天敵の発生消長

大野 和 朗
D。大森  隆

"・嶽本 弘 之
1)

C)福岡県農業総合試験場 ・)九州大学農学部)

マメハモグリバエに対する寄生性天敵の働きを評価す

るため,慣 行防除圃場 (以下,慣 行区)な らびにキチン

合成阻害剤を中心に寄生性天敵への影響を軽減した総合

防除圃場 (総合区)を 設け,1994年 6月から12月まで調

査を行った。圃場にはマメハモグリバエ成虫の発生消長

を調べるため黄色粘着 トラップを設置し, 2週間毎に交

換した。また,寄 生性天敵およびその他の死亡要因を明

らかにするため,30～50枚のガーベラ展開葉を圃場から

採集し,潜 孔内の被寄生幼虫数,生 存寄主幼虫数,寄 生

以外の要因による死亡幼虫数を記録した。

マメハモグリバエ誘殺成虫数は慣行区ならびに総合区

とも低い水準で推移したが,総 合区では10月下旬以降,

慣行区では11月下旬以降から急激に増加した。寄生は1

齢幼虫では認められず, 2齢 および3齢幼虫に集中した。

寄生蜂による寄生率は薬剤散布に大きく影響され,散 布

間隔が短かった9月下旬まで慣行区では低く推移した。

一方,散 布間隔が長くなった10月以降に寄生率は高くな

った。総合区では選択的殺虫剤が散布された夏の間は寄

生率が10～40%の水準で変動した。しかし,非 選択的殺

虫剤が散布された10月以降は寄生率は低くなった。1994

年はオオタバコガおよびハスモンヨトウ等の鱗翅目害虫

が大発生したため,合 成ピレスロイドおよび有機リン系

の殺虫剤が慣行区のみならず,総 合区でも散布された。

また,ア ザミウマ類を対象にした防除も頻繁に実施され

たため,非 選択的殺虫剤の散布が寄生蜂の働きに影響を

及ぼした可能性が高い。今回の結果から,選 択的殺虫剤

と寄生性天敵によるマメハモグリバエ個体群の抑圧は不

十分であったと結論される。今後, さらに総合防除体系

の組立を検討し,土 着の寄生性天敵の働きを評価する必

要がある。今回の調査では,マ メハモグリバエの幼虫寄

生蜂としてヒメコバチ科の 3属 6種が確認された。

微小飛翔量測定装置によるタマバエの飛

翔力の測定

上宮 健 吉・・湯川 淳
一η

(D久留米大学医学部 ・a鹿児島大学農学部)

応力歪みセンサーに宙づり飛翔させた昆虫の引く力か

ら飛翔力と持続時間,飛 翔型を測定する方法がある (上

宮,1994)。これは微小昆虫にも適用できるので,我 々

はタマバエが産卵のために移動する能力の生理的要因を

計るために,生 体重約 2■9のタマバエの飛翔力を測定し

た。供試虫は寄主植物の花苦数が毎年一定量保証される

アオキミタマバエ (以下アオキ)と ,ネ ズミモチの花苦

数の年次変動がきわめて大きく,産 卵場所の探索に長距

離飛翔]をするイボタミタマバエ (以下イボタ)で ,ダ イ

ズサヤタマバエの近縁種である。連続飛翔時間は彦山の

アオキが160± 076h(035～ 265h:12♀ ),025hと

061h(2♂ ),高 良山のアオキが089± 031h(047～

125h:8♀ ),044hと 074h(2♂ )を 示した。雄は

飛翔時間が非常に短く,雌 は調査個体20頭のうち12個体

が1時間以上の連続飛翔をした。イボタの連続飛翔時間

は,彦 山と高良山の雌雄各 2頭 で,188hと 165h

(2♀),013hと 045h(2♂ )を 示した。瞬時最大飛

翔力を個体別に6デ ータずつ抽出すると,ア オキ (10

♀)の 各平均値は234-114m9,イ ボタ (3♀)で は

224～ 139m9を示した。アオキの飛翔前後の体重減少率

は平均704%を 示した。はばたき風圧から飛翔特性を調
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べた結果,lh以 上の長時間飛翔をしたアオキは飛lal開

始から10～20分後に音圧が下降したのち再び上昇する傾

向が認められた。イボタにはこの傾向はなく,次 第に音

圧が下降する経過を示し,基 本周波数は低くて変動が少

なく,開 始直後に高かった高調波歪率が次第に低下して

安定した飛翔型に移行した。アオキでは逆に飛翔開始に

高調波歪率が低く,次 第に上昇する傾向が認められた。

両種ともに飛翔時間の短い雄は,音 圧が初めから高く,

周波数や高調波歪率が雌より高く,豊 かな方向性の飛翔

型を示した。

チヤパネアオカメムシの集合 フェロモン

ヘの定位範囲

大平 喜 男 ・津田 勝 男

(福岡県農業総合試験場)

チャバネアオカメムシの集合フェロモンを発生予察や

防除の手段として活用するための基礎的知見を得る目的

で,合 成集合フェロモンに対する野外成虫の定位範囲を

調査した。

調査は筑紫野市吉本の福岡県農業大学校のグラウンド

(約100m四方)に おいて, 7月15日と16日の2日間実施

した。グラウンド中央部にフェロモン設置用の棒を立て,

そこから人方位に1, 3, 6, 9ま たは12mの距離に,

合計12基の網フェンス (高さlm× 幅 lmの 枠に網戸用

塩化ビニル製18メッシュのネットを張付)を ネット面が

中心を向くように配置した。棒の先端 (高さ50cm)に合

成集合フェロモン0 5mη(雄成虫30個体分に相当)を 含

浸させた綿ロープを,調 査当日の19時00分に取付けた後,

フェンスヘの飛来数を時間毎に記録した。

成虫は日没 (19時45分頃)後 の約30分間に次々と飛来

し,フ ェンスに到達後は上方へ這い上がる行動を示した。

飛来はすべてのフェンスで認められたことから,集 合フ

ェロモンヘの定位はかなり広い範囲にわたってなされて

いると判断された。また,飛 来数は誘引源に近いフェン

スほど多くなり,20時15分の調査では,誘 引源からlm

のフェンス上の成虫数を100とした場合, 3mで は81～

37, 6mで は52～26, 9mで は29～14, そして12mでは

13～8であった。フェンス上の成虫数は,い ずれのフェ

ンスも日没後30分にピークがあり,そ の後は調査終了

(23時30分)ま で漸次減少した。このことから,定 位範

囲内のフェンスにいったん飛来した成虫は,中 心部の誘

引源へ再接近することはほとんどないと考えられた◇

ミカンノアブラバチの体眠の要因について

高梨 祐 明

(果樹試験場口之津支場)

ミカンノアプラバチはカンキツに発生するアプラムシ

類の天敵として有力視されているが,そ の越冬生態につ

いては不明な点が多い。そこで,本 寄生蜂の休眠誘導に

関与する条件を明らかにするために, 5つの温度区 (10,

12,15,20,25℃ )と 2つ の日長区 (長日 :16L-8D,

短日 :8L16D)を 組み合わせて設定した条件下で飼育

し,休 眠の有無を調査した。寄生蜂は1993年10月にカン

キツ国内で採集したミカンクロアプラムシのマミーから

羽化したものを室内で累代飼育して供試した。培養試験

管内で栽培したカラタチの芽出しで増殖させたミカンク

ロアプラムシの若齢幼虫を寄主とした。その結果, ミカ

ンノアプラバチは20℃以上では日長に関わらずまったく

休眠しないことが分かった。一方,10℃ ・短日ではすべ

ての個体が休眠したが,12℃では短日でも休眠する個体

としない個体が現れ,休 眠率は92%で あった。また,

15℃・短日での休眠率は10%未満であったが,同 じ条件

で2世代続けて飼育すると30%近 い個体が休眠した。こ

のことから,休 眠に必要な環境刺激を感受する時期は2

世代にまたがる場合があることが示唆 された。また,

12℃と15℃では,短 日で累代飼育した寄主に寄生した場

合の方が長日で飼育した寄主に寄生した場合よりも休眠

率が高くなったことから,寄 主の履歴も寄生蜂の休眠誘

導に関与しているものと推察された。10℃・短日で休眠

した個体は高温条件に移さなければ羽化しなかった。し

かし,15℃や12℃の短日では,同 温の長日で飼育した場

合に比べて羽化の遅れたマミーを同じ条件下に放置する

とやがて羽化が見られた。この場合,羽 化までの期間は

個体間で大きく異なり,本 種の12℃以上での休眠は発育

遅延に近く,そ の場合の光周反応には個体変異のあるこ

とが示唆された。

果樹アブラムシ類の薬剤抵抗性

第 4報  ワ タアブラムシの合成 ピレスロ

イ ド剤抵抗性の変動

早田栄
一

郎 。大久保宣雄

(長崎県果樹試験場)

カンキッ,ナ シ等の果樹において合成ピレスロイド剤

(以下,合 ピレ剤と略)に 対して感受性の低下したワタ

アプラムシは1990年に認められ,現 在では合ピレ剤に抵

抗性の系統が優占している。しかし感受性の系統も依然
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として存在する。そこで合ピレ剤抵抗性が野外圃場ある

いは外部から閉鎖されたガラス室内において,ど のよう

に変動しているかを調査した。

春季に野外の合ピレ剤を散布していないカンキツ,ナ

シ圃場では,合 ピレ剤に感受性のクローンが比較的多く

存在したが,合 ピレ剤を散布した圃場では認められなか

った。秋季には合ピレ剤を散布した固場1散 布していな

い園場ともとに感受性のクローンは認められなかった。

また外部から閉鎖されたガラス室内において,合 ピレ

剤を散布していない条件下では短期間のうちに合ピレ剤

に対する感受性の回復が認められ,現 象的には感受性の

クローンは抵抗性のクローンに比べ優占して増殖する傾

向が認められた。

このように合ピレ剤に対する感受性は無散布であると

回復する方向へ進むが,野 外では合ピレ剤を散布したり,

他の寄主植物から抵抗性クローンの移入など複雑な要因

によって感受性の変化が決まるものと考えられる。

クワシロカイガラムシの合成性 フェロモ

ンに強 く誘引されるナナセツ トビコバチ

について

松比良邦彦
°・長友  繁

a.河
合 省 三め

杉江  元
°・玉木 佳 男

0

0)鹿児島県茶業試験場 ・0鹿児島県茶業試験場大隈支

場 ・0東京農業大学 ・●農業環境技術研究所)

クワシロカイガラムシλ′″あ″物ιαψj∫″″ι“οπαの性フ

ェロモンは,ア メリカ合衆国て単離同定されており,合

成性フェロモンに寄生蜂が強く誘引される事実が国内の

一部研究者で知られていたが,寄 生蜂の同定はなされて

いなかった。

そこで,誘 引される寄生蜂の同定と誘引特性を明らか

にするため,1994年 7月～8月に鹿児島県茶業試験場お

よび同大隈支場のクワシロカイガラムシ発生茶園におい

て合成性フェロモンをゴムセプタムにl m9含浸させたも

のを誘引源とし,こ れを武田式粘着 トラップに設置した

後,誘 引された寄生蜂とクワシロカイガラムシ雄成虫数

を半旬毎に調査した。その結果,設 置直後から体長 l mm

程度の茶褐色をした寄生蜂が多数誘引され,そ の消長は

クワシロカイガラムシ雄成虫と同調していた。すなわち

8月 2半旬の3,786頭をピークに単峰型を示し,調 査期

間中の総誘引数が5,437頭および8,339頭と極めて多かっ

た。誘引された寄生蜂を鹿児島大学の櫛下町教授に同定

依頼したところ, 2地点ともクワシロカイガラムシ雌成

虫に寄生するナナセツトビコバチ 動ο″∫ο″∫“″れ であ

ることが判明した。また,誘 引された性比を調査した結

果,997%以 上が雌であることと,誘 引消長がクワシロ

カイガラムシ雄成虫と同調していたことから,ク ワシロ

カイガラムシの放散する性フェロモンをナナセツトビコ

バチが寄主発見のカイロモンとして利用していることが

示唆された。さらに合成性フェロモンの誘引力はかなり

高いと思われ,茶 園から約50m離れた建物屋上にトラッ

プを設置したものにも誘殺が確認できた。以上のことか

ら,今 後,ク ワシロカイガラムシの合成性フェロモンを

茶園に設置し,ナ ナセツトビコバチの誘引剤,ま たは定

着を目的とした利用などとして防除に利用できるか検討

する予定である。

バナナを加害するパナナツヤオサジウム

シ ・パショウオサゾウムシの仮茎 トラッ

プの開発

金城 衣 恵 ・安田 慶 次

(沖縄県農業試験場)

沖縄県におけるバナナの主要害虫は,バ ナナツヤオサ

ゾウムシ 0あψο″∫JοttJσοι′おとバショウオサゾウムシ

0∫″ψοιj`′いο滋滋∫で,前 者は主に仮茎部を加害し,後

者は地際部,地下部を加害する。両種の防除技術を確立

するためには,ま ず発生消長を把握する必要がある。そ

こで,発生調査のためのトラップを,バ ナナ仮茎を用い

開発した。

トラップは,仮 茎を高さ5～ 7 cm,直径15cm内外に輪

切りにし2つ重ねて輪ゴムで固定し作成した。バナナの

株元にトラップを設置し,1週 間後に回収した。両ゾウ

ムシの捕獲頭数をトラップの水への浸漬期間,バ ナナ品

種間,バ ショウ科作物間で比較した。

バナナ仮茎を用いた成虫 トラップは,対 照の模型と比

較し有意にバナナツヤオサゾウムシ,バ ショウツヤオサ

ゾウムシを捕獲することができた。バナナ仮茎の浸漬期

間では,バ ナナツヤオサゾウムシは浸漬しない トラップ

に最も多く捕獲され,浸 漬期間が長くなるにつれて捕獲

頭数が減少する傾向が認められた。バショウオサゾウム

シは1週間浸漬したトラップに最も多く捕獲される傾向

が認められた。両種ゾウムンとも雌雄捕獲された。また

バナナの品種間の比較では,バ ナナツヤオサゾウムシは

小笠原,バ ショウオサゾウムシは小笠原と北蕉で多く捕

獲された。バショウ科作物間の比較では,バ ナナが最も

多く両種ゾウムシを捕獲でき,つ いでイトバショウであ

った。

以上の結果から,バ ナナツヤオサゾウムシは新鮮なバ



九 州 病 害 虫 研

ナナの仮茎 トラップ,バ ショゥォサゾウムシは1週間程

度水に浸漬し発酵させた仮茎 トラップを用いることによ

り,発 生調査を行うことが可能である。

ビワサビダニ (仮称)の 日本のビワ自生

地おける分布 とビワの品種に対する寄主

特異性

大久保宣雄

(長崎県果樹試験場)

ビワの施設栽培の増加で多発している果実のたてぼや

症の発生原因となるビワサビダニ (仮称),4″ガα sp.の

日本におけるビワの主な自生地での分布を調査した結果,

大分県南海部郡本匠村の3地点,山 口県美雨郡秋芳町の

3地点,新 潟県佐渡郡羽茂町の 1地点,同 赤泊村の 1地

点及び長崎県下県郡巌原町の2地点のいずれのビワ樹の

究 会 報 第 41巻

花包にも本種の寄生が認められた。このことから本種は

日本全国に広範囲に分布すると考えられる。

ビワEttοιαッ ル″″滋 に属する日本在来系14品種,中

国からの導入系統10品種,ア メリカ合衆国系の3品種,

その他外来系の7品種,日 本在来系統を含む品種の交雑

系 4種 ,及 び在来系の放射線照射系統 5品種のいずれの

花包からも寄生数の多少はあるが本種の寄生が認められ

た。一方ビワと同属のタイワンピワE.ば e工αでは寄生

は認められなかった。ビワとタイヮンピワの交雑系統 8

品種の内,花 や葉の形態がビワに近い2品種ではビワと

同じ程度の寄生が認められたが,花 や葉の形態がタイワ

ンビワに近い3品種では寄生は認められなかった。この

中間の形態を示した3品種ではわずかに寄生が認められ

た。このことからタイワンビヮには本種の寄生を阻害す

る何らかの要因が関与しているものと考えられる。




